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　ヒトは受精後約38週で出生し，受精後 0 ～ 8 週に
該当する胚子期のうち，組織と器官を形成する器官形
成期（約 3 ～ 8 週）は，先天異常の発生の可能性が高
い 時 期 で あ る（O'Rahilly・Müller, 2006; Bayer・













al., 1968; Shiota, 1991; Yamada et al., 2006; Shiraishi et 
al., 2013）。2005年から2010年まで筑波大学工学部と
の連携のもと，外見上，傷や先天異常がない胚子を
CS13~23 の各 CS について最大約150体選択し，合計
約1200個体が2.35 T の MR 顕微鏡を用いて T1強調画
像が撮像されている（Matsuda et al., 2003, 2007; 
Yamada et al., 2006; Shiota et al., 2007）。これらの MR
顕微鏡で撮像された CS13～23のヒト胚子画像のう
ち，脳の中心軸が正しく，脳室に圧縮・破裂のない計
101個体を用いた（Nakashima et al., 2012）。
　ImageJ64TM （ver. 1.44, National Institutes of Health, 
Bethesda, Maryland, United States） を用いて MR デー
タを連続した二次元平面画像に変換した。FSL View 
of FMRIB Software LibraryTM （ver. 4.1.9, Analysis 
Group, FMRIB, Oxford, UK） によって脳実質，脳室を
手作業によって描出し，AmiraTM software （ver. 5.4.0, 









































た。第 4 脳室内部においても CS18以降で小脳の原基
である internal cerebellar swelling が観察され，その
厚みは CS を経るごとに増していくことがわかった。
　さらに脳実質を大脳壁の厚さを基準として内外から








































































図 2 　各 CS における肥厚部の増大と局在
※  F：組織解剖図（http://www.ehd.org/virtual-humanembryo/ 
slide.php?stage=23から引用。Section43を一部改変）
※
